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第1章 「慣 習法文書」研究の視角 と課題

従来、 中世 フラ ンスの諸侯 領=プ ランシポーテは、 カロ リング帝 国崩壊後、国家 的統一 の最

下 限 と称 され る時期 に機能 し、 王権 の伸長 とともに解体す る過渡 的形態 であ ると理解 されて き

た。 しか し最近の研究状況 は、かか る理解 に批判 を加 え、 それが持つ独 自の歴史 的意義 に注 目

しっっ ある。従 って我々が当該期(12～13世 紀)及 びそれ以降の フランス王 国の構造 的特質 を

理 解す るた めには、領域 的な対象 と して この諸侯領 を取 り上 げ、 その歴史 的性格 を改 めて問題

に しなけれ ばな らない。 この時、諸侯領研究 にあ って は諸侯 一中小領主 関係 と諸侯 一領民 関係

という二 つの視角 を設定す ることが可能 であ るが、諸侯領の一体性 を象徴 す る諸侯 の公 的至上

性 は、諸侯 一中小領主 関係 にお いて レー ン制的紐帯 に依拠 して実現 され る諸侯 の封建 的上位性

とは異質 な もので ある と判断 し、諸侯 一領 民関 係 において 行使 され る諸侯 統制 権 の一 側 面 を

「慣習法文書」 の名 で総称 される文書史料の分析 を通 じて明 らか にす るこ とを本論 文 で は 目的
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とした。 この文書 は 「一 つの集 落 も しくは集落 のグループの住民 に多様 な性格 ・内容 を含 み う

る特別 の権利 を認 可 した、領主 によ って布告 され た文書」 と定義 され、 その歴史的意義 を巡 っ

ては、領民側 の利害 を基幹 に据 え る視点か ら授与領主 の主導 的側面 を強調 しよ うとす る視点へ

と方 向性 を転換 して きてお り、更 に文書授与 に携わ る領主層 の多 くを諸侯層 が占めていること、

また文書 の殆 どが12世 紀 か ら13世 紀 に授与 されていること、などの点か ら見て問題の解明にとっ

て有効で ある と判 断 した。'

但 し、諸侯領が地域 的多様性 を有 し、 この多様性が当地 にお ける 「慣習法文書」 を含 むあ ら

ゆ る法文書 の形態 的 ・内容的多様性 に影響 を及 ぼ して いることに鑑 みて、具体的 な検討 に際 し

て は複数地 域の 「慣習法文書」 の比較研究 という手 法を採用 す るとともに、 当該期 が慣習法的

秩 序の動 揺 に伴 う全 ヨー ロッパ 的な法成文化運動 の初期段 階に位置 してい ることを踏 まえ、分

析 にあた っては 「慣習法文書」 の法制史的位置づ けにも配慮 した。

第H章 「慣習法文書」 の基本 的性格

近年 の研究動 向を代表 す るL.ジ ェニ コは、神聖 ローマ帝国内 の一諸侯領 に関す る研究か ら、

当該文書 の普及 と諸侯領形成 との密接 な結 びつ きを指摘 す る。彼 は①諸侯 が文書普及 の主導権

を握 っている②文書受領集落 は諸侯権力の不安定な地域 に集 中 している③文書 は全 て首 邑の法

を内容 としている、 の三点 を根拠 として挙 げぐ文書授与 に よって諸侯 は反対勢力 を抑止 し所領

の法的統一 を意図 した、 と結論 す る。本章 はかか るジェニ コの見解 を出発点 とし、 当該文書 が

広 く普及 した フランス北東部 の 「慣習法文 書」を取 り上 げ、 その内容及 び普及過程 に関す る検

討か ら得 られた知見 を彼 の主張 と照合す る作業を行 った。

検討 の結果、以下 の点 が明 らかにな った。「慣習法文書」 は、直轄 支 配 圏 の再 編 ・拡大 を意

図す る諸侯層、 あるい はそれに対抗す る領主層 による特定集落 への支配権安定化を目的 と して、

当地 の慣習法 を領主側 が尊重す る旨の誓約 に引 き続 いて、諸侯 一領民 関係 の具体的 内容 を成文

化 した もので あ った。授与者 の支配が住民 に受容 され ることを第一義 に、領主 は諸賦課 の面 で

他 の集落 に比 して有利 な特権 を与 えているが、支配権 の中核 をなす裁判権 に関 しては慎重 なま

で に自 らの上級裁判権者 として の立場 を明記 してい る。 また文書 は母法 とな る特許状 との系列

関係を保 ちっっ も、在地 の状況及 び授与者固有の事情 や関心 に応 じて改変 が施 され、 その内容

は非常 に多様で ある。 しか しいかなる諸侯層であ って も、 当地 の慣習 法の保護者 としての立場

を乗 り越 えて文 書 を発給す る こと、即 ち当該文書 の系列性 を無視 し、 この文書 の授与 を以 て諸

侯領内 に統一 的な法構造 をつ くり出す ことは出来 なか った。 それ は既存 の慣習法 の広 が りを維

持 し、その上 に重 なる形で複数 の諸侯 の支配圏が再編 ・拡大 されてい った ことを示 して お り、

ここに我々 は12・13世 紀 にお ける 「慣習法文書」 の授与 を通 じた諸侯統制権 の深化 とその限界

を見 出す ことが出来 る。
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第 皿章 サ ヴォワ地方 の 「慣習法文書」

神 聖 ローマ帝国 に属 し西辺が フ ランス王国 に接 す るサ ヴォワ伯領 では、12世 紀末以降、数多

くの 「慣習法文書」が普及 して いる。当該 地方 の 「慣 習法文書」 の性格 に関 しては従来、北東

フラ ンス地方 と同様 の もの として理解 されて きた。 しか し、 フランス王国 におけ る王権 ・王領

地 の集 権的拡大、神聖 ローマ帝国 における諸領邦の分立 という相反 す る現象 のいずれに も組 み

込 まれ るこ とな く、 サヴ ォワ地方が独 自の 自立性 と統一性 を維持 し続 けた点を重視 し、 本章 で

は伯 が授与 した 「慣習法文書」 の分析 を通 じて伯領 の統治構 造の一 端を明 らか にす ること、 ま

たかか る過程で浮か び上 がる当地 の 「慣習法文書」の独 自性 を当該文書研究全体の中に定置 し、

この文書 の地域類型的 な把握 を目指す こと、の二点 を課題 と した。

検討 の結果、以下の点が明 らか になった。 当該伯領 の慣習法文書 は、領民 に認 め られた特権

の内容 において北東 フ ランス地方 を上回 る もので はな く、文書 を受領 した伯領内 の都市 は、 こ

れ まで は重要 な交易路上 に位置す るというその地理 的な位置 に助 け られて十全 な発展 を遂 げた

と理解 されて きたが、有力な特 産品 を持たず、 また文書 に規定 された伯の厳格な市 場統制 が妨

げ とな って、 自由な経済発展がむ しろ阻害 された側面 を持 っている。慣習法文書が領民側 に自

律 的な経済的 ・政治的発展の機会 を与 えた とは言 えない。一方伯 は、主 と して諸 賦課の固定化

という方向での フ ランシーズを認 め る一方 で、 バナ リテや罰金 の徴収 にあた って は商業統制 と

ともに主導 性を発揮 して いる。 また賦課 内容及 び罰金額 にっ いては、 多少地域的な違 いはある

ものの全体 と して は非常 に均質であ るが、 より詳細 に見 れば、 それ らは将来の行政 ・上級裁判

管 区 に対 応す る形 で複数の系列 に分類 され る。集落民 は、特権 の内容 にお いて必 ず しも十分 と

はいえな い この特許 状 の受 け入れ によって、伯 の保護下で近隣 の中小領 主=騎 士層 ・聖職者 の

干 渉を排 し、彼 らを も取 り込む形 で集 落の治安 の維持 を求 め、 またその地域政治拠点 と しての

機能 を高めて いった。 この ような法文書 の性格 は、諸侯主導 の下で固有 の法慣 習を持 っ地域 を

統合 し、そ こにひとっ の統一的かっ組織 的な法体系 を築 き上 げよ うとす る試み こそが、サ ヴォ

ワ伯領 にお ける慣 習法文書の授与 であ った とい うことを意味 して いる。 そ してかか る独 自性 の

高 い文書授与 ・普及の背景 には、 ローマ法理念 ・技術 の援用 とい うサ ヴォワ伯領 の特 殊 な事情

が推測 され た。

第IV章 アルザ ス ・ロ レーヌ地方 の 「慣習法文書」 と 「判告集」

本章で は、13～14世 紀 のアルザ ス ・ロ レー ヌ地方 において領主=領 民 間の慣行を成 文化 した

二種の法文書、「慣習法文書」 と 「判告集」を比較検討 した。両文書 の機能 を巡 る個 別 研究 史

は ともに領主側 の政策的意図を重視す る方 向にあるが、かか る見解だ けを以て は両文 書普及地

域が モーゼル川 という明確 な地理的境 界を持つ事実 を説明出来な いと考 え、領主=領 民 間の法

的活動の場 とな った集落 の構造的特質 にこの問題 を解決す る糸 口を求 めた。
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検討 の結果 、以 下 の点が明 らか にな った。「慣習法文書」受領集落 に関 して は、 文書 購 入 の

経緯 や、村方 役人層 の固定 化及 び彼 らへ の政治的 ・司 法的機能 の集中傾 向か ら、当該集落 を と

りま く社会 ・経済状況 の急速 な変化 と住民構成 の重層化 が確認 され る。他方 「判告集」作成集

落 で は、集落 が領主側 に対 し森林地 ・牧草地 を共 同体 の財 産 と して主張 し、 その主張 が 「判告

集」 の中で共 同体 によ る共有地管理 として反映 され てい る点、 また裁判集会へ の領民 の積極 的

な関与 と、彼 らと村方役人 との賦課徴収 ・支払 いを巡 る連帯性 を指 摘す る ことがで き る。 これ

らの点か ら、領民 の判告 が中心 的な役割 を演 じた 「判 告 集」 作成 集落 と比 べ、 「慣 習 法文 書」

受領集落 は団体 的な法形成力 を充分 に発揮 し得なか ったので はないか と思 われ る。

第V章 「慣習法文書」 と 「慣習法書」

13世 紀 に始 ま る全 ヨー ロッパ的規模で の私人 による法記録運動 は、法 の閉鎖性 ・局地性 を打

ち破 る試みで あ るとともに、国 内法成文化過程の先鞭をなす ものとされ、同世紀後半にフィ リッ

プ ・ド・ボーマ ノワールが著 した 「ボーヴ ェジ慣習法書」(以 下 「法書」 と略記)は 、 代表 的

著作 と して極 あて高 い評価 を受 けてきた。 ところが最近 の研究 によれ ば 「法書」 は同時代及 び

その後数世 紀間人気 を得 る ことな く、 ほとん ど広 ま らなか った ことが指摘 されてい る。し従来の

研究 は、後世 の評価 を拠 り所 に して 「法書」を法統 一化へ の先鞭 をなす画期 的著作 と して フ ラ

ンス中世 法制史上 に位置づ けて きたので ある。 本章 で はか か る指摘 に注 目 し、 「法書」 の性 格

を再検 討す る作業 を通 じて、「法書」 への高 い評価 の下 でそ の関連が 不 明確 な まま に され て い

る、「慣習法文書」 と上級権 力、特 に王権 によるその後 の慣 習法成文 化活 動 との関 係 にっ いて

考察 す る手 がか りを得 る ことを目指 した。

検討の結果、以下 の点が 明 らか にな った。13世 紀 以降作成 された多 くの慣習 法書 の う「ち、少

な くと も 「法書」 に関 して は、上級権力が主導 す る法成文化過程 の一 段階 を画 す もの と位置づ

けることは出来な い。法曹官僚集団の初期的形成 に象徴 され る法意 識 の変化 が、 当時 の フライ

ス王国 にお いて生 じて いたこ と、 また諸侯(国 王)の 指示 によ る或 いは直接 的な指示 はな くと

も彼 らとの個人的関係 を持つ特定人物を中心 と した法集 成が一定 の成果 を挙 げ、 全王国 的な慣

習法成文化 へ の先鞭 とな った こと、 は事実であ るが、 そ うした動 きが見 られ る地域 はいずれ も

「慣習法文書」普及 の殆 ど見 られない地域 と重 な って い る。対 して 「法書 」 は、 伝 統 的地 方貴

族 出身 の法官 僚が、 自 らの職務で あるバ イイの職務覚 え書 き とい う体裁 を と りつつ そ こに 自己

の法理念 を織 り込んで いった著作で あ り、現実 レヴェル において は充分 に対 応 しきれていない

不完全 さを見 せて いる。 そ のことは当該地方 の支配 を巡 る争 いの最 前 線 で記 録 されて い った

「慣 習法文 書」 との比較か ら明 らかで ある。著者の法認識 は保 守 と革新 、 多 様 と統 一 の 間 を揺

れ動 いてお り、一概 に要約す る ことはで きな い。実 用書 と して も思想書 と して も中途半 端な と

ころがあ り、それが この著作の同時代的な評価 を困難 に して しまったのではないか と思 われ る。
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第VI章 総括

以上、本論文 で は中世 フランス地域 を中心 に、諸侯層が直轄領下 の領民 に授与 した 「慣習法

文書」 の分析 を、共 時的には北東 フランス地方、 アルザ ス ・ロ レー ヌ地方 そ してサ ヴォワ伯領

の慣習法文書 を比較検討 す ることで、 また通時的 には法制史上 「慣 習法文書」 の次段 階に位 置

づ け られている 「慣習法書」 の性格 を再検討す ることで行 って きた。 それは最終 的に は、近年

そ の歴史的意義 が再評価 されっっ ある中世 フラ ンスの諸侯領 を統制す る諸 侯 の公 的至上 性 と、

彼 らの法形成力 との関連 を解 明す ることを目的 と していた。

これまでの検討 か ら 「慣習法文書」 にっ いて明 らかにな った諸事実 を、従来の見解 との明確

な相違点 に限定 して指摘すれ ば以下の ようにな る。即 ち、近年 の 「慣習法文書 」 研究 は、L.

ジェニコの所説 に従 って当該文書を諸侯統制権深化 の一方策 として理解 して いるが、①(第H

章 か ら)諸 侯層 は文書授与 を通 じて主導性 を発揮す る ことや、文書内容 に自 らの領主制的 な意

図を盛 り込 む ことは出来て も、 当地 の慣習法 の保護者 としての立場 を乗 り越えて文書を発給す

ること、 この文書 の授与 を以 て諸侯領 内に統一的 な法構造 をつ くり出す ことは出来 な い。 北東

フラ ンスにお ける諸侯支配権(圏)の 再編 ・拡大 は、慣習法 の多様 な広が りの上 に重 なる形で

行 われてい る。

ところが②(第 皿章 か ら)サ ヴォワ伯領 では、一方 では領内 にお ける文書 内容 の均 質 性 が、

他方 で系列文書 の普及 圏 と将来 の行政 ・上級裁判管区 との緊密な対応関係 が確認 され、 かか る

文書 の特徴 は、諸侯主導 の下 で固有 の法慣習 を持っ地域 を統 合 し、そ こにひ とっの統一 的かっ

組織 的な法体系 を築 き上 げよ うとす る試 み こそが、 サ ヴォワ伯領 にお ける慣習法文書 の授与 で

あ った ことを示 してい る。北東 フランスの慣習法文書 とのこ うした性格 の相違 か ら、 当該文 書

に関す る厳密 な史料類型設定 の可能性 が開 けた。

更 に、③(第IV章 か ら)従 来 同一 の理解 の下 に置かれて いた フランスの 「慣習法文書」 と ド

イ ッの 「判告集」成立 の背景 に、文書受領集落の構 造的相違 があ った ことが明 らか にな った。

特 に 「慣習法文書」受領集落 に関 して言 えば、当該 集落を とりまく社会 ・経済状況 の急速 な変

化 と住民構成 の重層化 の結果、 当地 においては団体 的な法形成力 を充分 に発揮 し得 なか ったの

で はないか、 とい う見通 しを得 た。

また極 めて限 られた概観 なが ら、④(第V章 か ら)13世 紀後半 以降活発化 す る私 人 による法

採録活動 は、 その全 てが直ちに王権主導 の全王国的な慣習法成文化作業 の前段 階を成 す もの と

して国制 ・法制史上 に位置 づけ られるわけで はな いことが確認 された。

以上 の諸見解 を踏 まえ、我 々は中世 フラ ンスにお ける諸侯並 びに諸侯領 に関 し次 のよ うな事

実 を指摘す る ことが可能 であろ う・即 ち、 この法文書 の授与 ・普及 によ って諸侯 に賦与 され る

(慣習)法 の保護者 という性格 は、彼 らによ る支配権(圏)の 拡大 と緻 密化 を正 当化 す る根 拠
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にな る一方 で、彼 ら自身 が法 の統一、制定へ と踏 み出す際の足枷 に もな っていた。 また領民側

は、 この法文書 を後 ろ盾 に 自らの特権 を維持 し,且 つ諸侯 によ る集権化 に対 して効果 的に対抗

しっつ も、慣習法 の成文化 に慣習法文書 とい う形態 を とることで、本来法共 同体成員 の同意 を

成立要件 としていた慣習法的秩序を維持す るたあ には、以後上級権力 の存在 が必要不可欠 であ

る ことをは っきりと認 めたので ある。 それ は国王、諸侯 によ る法統一、制 定の試 み に口実を与

える もので もあ った。 そ して、慣習法文書 を通 じて浮かび上 が るこの二面 性 こそが、 中世 フラ

ンス諸侯 の領域支配 を特徴づ けて いるのであ る。

論 文 審 査 結 果 の 要 旨

本論文 は中世 フランスの諸侯領 における諸侯 統制権(諸 侯 と領民 との関係 にお けるう を慣 習

法文書の比 較研究 に基 づいて論 じた研究で あ り、12、13世 紀 を中心 として三主要地域(北 東 フ

ランス、 サ ヴォワ、 アルザス ・ロレーヌ)の 慣 習法文書 を、 また同文書 と、 ややの ちに成立 す

る慣習法書 とを、 それぞれ比較考察 の対象 と して いる。

第1章 「慣習法文書研究 の視角 と課題」 で は、12、13世 紀 の フランス王国の構造的特 質 を理

解す るため には、従来不 当に低 い評価 を受 けて きた諸侯領 の研究、就 中諸 侯統制権 の究明が不

可欠で あることが確認 され る。 そ して この時代 、主 に諸侯 が授与 し、実施 の主導権 を握 ってい

た 「慣習法文書」 がその究 明の主 たる史料 と して着 目され る。 か く して 「研究史 を辿 る中で必

然的 に選択 された」三地域(北 東 フラ ンス、 サ ヴォワ、 アルザス ・,ロレーヌ)の 慣習法文書及

び慣習法書が地域的及 び時代的 な比較考察 の対象 と して設定 され るので ある。本章 における研

究史 の整理 は的確で あ り、史料 の位置づ けと研 究視角 の設定 も説得 的で ある。

第H章 「慣習法文書 の基本的性格」で は、 この種 の文書 が広 く普及 した フランス北東部 を対

象 として、同文書 の成立事情 とそれ を諸侯 が どう利用 したかが論 じられ る。 「慣習 法文 書」 は

直轄支配圏 の再編 ・拡大 を意図す る諸侯あ るい はそれに対抗 す る他 の領主 た ちが特定集落の支

配権 の安定化を 目的 と して、 その慣習法を領主 側が尊重す る旨の誓 約 に引 き続 いて、領主 と領

民 の関係の具体 的内容 を成文化 した ものであ る。 論者 は重層 的に存在す る史料 群 を精密 に検討

し、 いかな る諸侯で あ って も当該地域の文書 の系列性 を無視 して・ この文書 の授与 を以て諸侯

領 内に統一的な法構造 をっ くりだす ことはで きな か った ことを論 証 して いる。 その上 で論者 は

既存 の慣習法の多様性 は尊重 され、 その上 に重 な る形で複数の諸侯 の支配 圏(諸 侯領)が 再編 ・

拡大 されていった こと・ ここに12・13世 紀 にお け る 「慣 習法文書」 の授 与 を通 じた諸 侯統 制権

の深化 とその限界を見 出 しうる ことを指摘す る。
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第 皿章 「サ ヴォワ地方の慣習法文書」 で は、 この伯領 にお ける慣習法文書 の授与 は、独 占的

主導 的 に文書を授与 す る伯(諸 侯)主 導 の下 で固有 の法慣習を もっ地域 を統 合 し、 そ こに ひと

っ の統一 的かっ組織 的な法体 系を築 き上 げよ うとす る試みであ ると して、 これを北東 フランス

の 「慣習 法文書」 と同列 において きた通説 を否定 し、かか る独 自性の高 い文書 の授与 と普及 の

背景 に、 ローマ法の理 念 と技術 の援 用 とい うサヴォ ワ伯領 の特殊 な事情 を推 測 してい る。丹念

な史料 の繕読 に基 づ く卓見が余 す ところな く示 されている。

第IV章 「アルザ ス ・ロ レーヌ地方 の慣習 法文書 と判告集」で は、13～14世 紀の当該 地 方 にお

いては領主 と領民 の間の慣行 を成文化 した二種 の法文書、「慣 習法文書」 と 「判 告集 」 と にそ

れぞれ従 う二 っの集 落の構造 を比較検討 してい る。「慣習法文 書」受領 集落 につ いて は、 村 方

役人層 の固定化及 び彼 らへの政 治的 ・司法 的機能 の集 中傾 向か ら、当該集落 をと りま く社会 ・

経済状況 の急速 な変化 と住民構成 の重層化 が顕著 であ った点 を確認 し、 他方 「判 告集」 作成集

落 で は、集落 が領主側 に対 し森林地 ・牧草地 を共同体 の財産 と して主張 し、その主張 が 「判告

集」 の中で共 同体 によ る共有地管理 として反映 されて いる点 、 また裁判集会 への領民 の積極 的

な関与 と、彼 らと村方役人 との間 に賦課徴収やその支払 いを巡 る連帯性 が存 した ことを見 いだ

す。以上 よ り論者 は、領民 の判告が 中心的 な役割を演 じた 「判告集」作成 集 落 と比 べ、 「慣 習

法文書」受領集落 は団体 的な法形成力 を十分 に発揮 しえなか った、 と結論 す る。従来 の通説 を

踏 まえっつ、当該地方 における二種の法文書 と二っの地域 の対照 を明 らか にす る とい う点 で、

通説 を乗 り越え る深 い洞察が読み とれ る。

第V章 「慣習法文書 と慣習法書」で は、 法が成文化 されてゆ く過程 におい て 「慣 習法 文書 」

の次の 「慣習法書」段階 の代表的著作 とされ る13世 紀後半 のボーマノワール著 「ボーヴ ェジ慣

習法書 」(以 下 「法書」)に 検討 を加 えてい る。13世 紀以降作成 された多 くの慣 習法 書 の うち、

少 な くとも 「法書」 に関 して は、 通説 の如 く上級権力 が主導す る法成文化過程の一 段階 を画す

もの と位置づ けることはで きな いことが確認 され る。す なわち、初期的 な法曹官僚集団 の形成

に象 徴 され る法意識の変化が当時の フ ランス王 国において生 じていた こと、諸侯(国 王)の 指

示 による法集成が一 定 の成果 をあげ全王国的な慣習法成文化 への先鞭 とな った ことは事実 と し

て も、そ う した動 きが見 られ る地 域 はいずれ も 「慣習法文書」 の普及が殆 ど見 られない地域 で

あ ることが指摘 され る。 この 「法書」 は、伝統 的地方貴族 出身 の法官僚 たる著者が、 自 らその

職 にあ ったバ イイの職務覚書 という体裁 を とりっっそ こに自己の法理念 を織 り込んだ著作で あ

り、慣 習法文書の発 展 によって生 み出 された もの とは言 えず、 その内容 には現実の法状況 との

乖離 が見 られ ることが明 らか にされて いる。

か くして論 者 は、 本論文を総括 して、慣習法文書 を通 じて浮か び上が る二面性 一 ① 「慣 習

法文書」 の授与 と普 及 によって諸 侯 に付与 される(慣 習)法 の保護者 という性格 は、 彼 らによ
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る支配権(圏)の 拡大 と支配 の強化 を正当化す る根拠 とな る一方、彼 ら自身 が諸侯 領の法的統

一、新 たな法 の制定 へ と踏 みだす際の足かせ に もな っていた こと。他方、②領民側 は、 この法

文 書 を後 ろ盾 に自 らの特権 を維 持 しかっ諸 侯 によ る集権化 の試 みに効 果 的 に対 抗 しっ っ も、

「慣 習法文書」 とい う形 での慣 習法の成文化 を受 け入れた ことで、本 来 法共 同体 成員 の同意 を

成 立要件 として いた慣習法的秩序 を維持す るためには、以後上級権力 の存在 が必要不可欠 であ

る ことをは っきりと認 めた ことを意味 して いるのであ り、 それは国王、諸侯 による法 の統一 と

制定 の試 みに口実 を与 える もので もあった こと。 一 を指摘 し、かか る二面性 こそが、 中世 フ

ランスにおける諸侯 の領域支配 を特徴づけているものであることを確認す る(第VI章 「総括」)。

論者 の研究 は、中世 フラ ンス国制史、法制史 の関連研究文献 を幅広 く渉猟 し的確 に整理 した

上 で研究課題 と視角 を設定 し、「慣習法文書」を中心 とす る膨大 な法 史料 を丹念 に分 析 しその

精 密で妥当 な解釈を立 論の根底 に据 えた、理論的 に も実証的 に もきわめ て密度 の高 い優 れた研

究 で あ り、その研究成 果 は従来 の研究 を大 き く進展せ しめる ものであ って、斯界 の学 問的発展

に寄与す るところ大 な るものがあ る。

よって、 本論文 の提 出者 は、博士(文 学)の 学位 を授与 され るに十分 な資格 を有 す るもの と

認 あ られ る。
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